
1/4 アムールトラ カサンドラ♀、展示場での遠吠え頻繁、
発情初期兆候と思われる。

1/4 ニホンイヌワシ 風斗♂、西目♀を保全棟へ移動するため捕獲
し、採血、爪切り、健康チェック、体重測定実
施。体重：風斗♂3.74㎏、西目♀5.84㎏

1/6 コツメカワウソ 交尾行動を確認する。
1/7 アムールトラ 同居初日。
1/10 ニホンイヌワシ 風斗♂×西目♀の交尾行動及び巣作り行動

確認する。
1/14 アカカンガルー フレンドール♀、分娩確認する。
1/14 ニホンイヌワシ 風斗♂×西目♀、交尾行動を確認する。
1/14 レッサーパンダ ケンシン♂とゆり♀、網越しにお見合い実施

する。
1/15 アムールトラ カサンドラ♀、発情終了に伴い本日同居なし

（同居期間：1/7～1/14の8日間）。
1/19 シンリンオオカミ ジュディー♀、発情出血確認。本日で出血始

まってから10日目、交尾行動はなし。
1/19 フンボルトペンギン 緑白、2卵目の産卵を確認する。
1/23 ニホンイヌワシ 風斗♂×西目♀、交尾行動確認する。
1/27 レッサーパンダ ナナ♀、朝一起立できず、動物病院へ入院。

夜間もそのまま管理。
2/2 タンチョウ つるべぇ♂、死亡。
2/4 シンリンオオカミ シン♂×ジュディー♀、交尾確認する。１日目。
2/5 コツメカワウソ わらび♀、流産。
2/7 シンリンオオカミ シン♂×ジュディー♀、交尾4日目、完全交尾

1回確認　最終交尾日とする。
2/9 レッサーパンダ ナナ♀、朝に死亡を確認する。
2/10 プレーリードッグ 繁殖のための同居を行う。
2/12 ニホンイヌワシ 西目♀、第1卵目の産卵を確認。
2/16 ツキノワグマ 冬ごもりの2頭の呼吸確認。
2/17 プレーリードッグ もっと♀、死亡。
2/18 トナカイ サクラ♀、死亡（12歳）。
2/19 チンパンジー コタロウ♂×ルイ♀、室内での見合い開始。
2/21 タンチョウ 鶴太郎♂×お市♀、交尾行動を確認。
2/22 チョウゲンボウ ♀1、死亡。
2/23 アムールトラ カサンドラ♀の室内に産箱設置する。
3/6 レッサーパンダ ケンシン♂×ゆり♀、交尾行動確認。
3/7 シバヤギ 3頭（性別♂2♀1）の出産を確認する。
3/8 ミーアキャット ♂1、群馬サファリパークへ搬出。
3/8 レッサーパンダ ケンタ♂、群馬サファリパークへ搬出。
3/9 ワオキツネザル 性別不明1頭出生確認。
3/13 チンパンジー コタロウ♂とJ太郎♂の同居実施。
3/15 ニホンイヌワシ 西目♀が興奮し風斗♂へ時折飛びかかる。そ

の影響で♂が若干萎縮し、♀の代わりに抱卵
しようとしなくなる。

3/16 アフリカゾウ 花子♀、両前肢に係留チェーンを装着する練
習する。

3/16 トナカイ 元気♂、左角落角。
3/21 ケヅメリクガメ 黄3、直径4センチ大の結石を排泄、腹部レン

トゲン撮影実施。

3/25 アフリカゾウ だいすけ♂、体調不良、以後経過観察。
3/27 ミーアキャット 搬出♀1頭いしかわ動物園にＢＬで貸出。
3/29 コツメカワウソ 交尾行動確認する。
3/31 ユキヒョウ リヒト♂、旭山動物園より搬入。
4/3 チンパンジー ルイ♀、2回目外展示場訓練時、興奮状態と

なり水モートへ転落する。その後蘇生。
4/9 アフリカゾウ 花子♀、移動用通路への馴致を開始する。
4/13 シバヤギ ギン♀、♂1頭出産。
4/14 シバヤギ ギン♀、X線検査・帝王切開を行う。
4/18 ユキヒョウ リヒト♂,屋外展示の訓練を開始する。
4/21 アフリカゾウ 花子♀、体長・体高測定実施

（体高240㎝、体長340㎝）。
4/22 ユキヒョウ リヒト♂、一般公開開始。
4/28 トナカイ 雁来♀、春来（はるき）♂1出産。授乳確認する。
5/3 シロフクロウ チップ♀、第1卵目産卵。
5/7 アムールトラ カサンドラ♀、妊娠・出産なしと判断し、通常

の展示を再開。
5/8 マーコール 川崎市夢見ヶ崎動物公園から♀1頭搬入。
5/15 シンリンオオカミ ジュディー♀、病理診断結果、良性脂肪腫と

判明。
5/22 ゼニタナゴ保全池 ゼニタナゴの稚魚29尾確認。シナイモツゴ

保全池、瓦に産卵あり約50個。
5/22 シロフクロウ ピンク♀、第１卵目の産卵確認。
5/25 ツキノワグマ ♂♀の同居を開始。
5/26 シロフクロウ チップ♀、産卵数7個、抱卵行動は順調。
5/26 シロフクロウ ピンク♀、抱卵数2個、抱卵行動は順調。
6/1 レッサーパンダ ゆり♀、本日から出産準備のため、完全室内

飼育（非展示）。
6/5 ニホンイヌワシ 雛巣立ち確認（69日齢）。
6/6 クロヅル ♀1羽死亡。
6/11 ライオン トモ♀×ロアー♂の同居、トモ♀の発情に伴

い午後から同居させる。
6/12 シロフクロウ ムース♂×チッフ ♀゚、3羽目ふ化。
6/13 シロフクロウ ムース♂×チップ♀、4羽目ふ化。
6/14 ニホンリス ♂2♀2搬入（井の頭自然文化園より）。
6/18 アカカンガルー リゾット♂、死亡。
6/20 アフリカゾウ 輸送箱金沢動物園より到着、ゾウ舎へ設置

する。ゾウ2頭とも驚いていた。
6/22 ダイアナモンキー ♀1、福岡市動物園へ搬出。
6/24 インドクジャク 孵卵器の卵、6卵中4個が有精卵と確認。
6/25 チンパンジー コタロウ♂×ルイ♀の室内展示場での同居訓

練初日。
6/29 コモンマーモセット もも♀、性別不明3頭出産（内1頭7/9死亡）。
7/3 アフリカゾウ 花子♀、輸送箱に怖がって入らず。
7/7 チンパンジー コタロウ♂×ルイ♀、同居訓練、♂が♀の左

肩甲骨下付近に噛みつき行動あり。
7/8 ピューマ ピュー子を送る会開催。
7/10 シロフクロウ ハク♂、死亡。
7/11 ピューマ ピュー子♀、盛岡市動物公園に搬出。
7/12 レッサーパンダ ゆり♀、性別不明2頭出産。日中、頻繁に産

箱の出入り、巣材の運び込みあり。夕方、しき
りに陰部を舐める。

7/13 インドクジャク 性別不明4羽ふ化（孵卵器）。
7/16 チリーフラミンゴ Ａペア(♂桃橙×♀赤)ふ化確認。
7/19 インドクジャク 1羽ふ化（自然ふ化）。
7/20 ヨーロッパフラミンゴ Cペア、Dペア、性別不明各1羽ふ化。
7/26 ボリビアリスザル すず♀、性別不明1頭出産。
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大森山動物園

1/21　小さな頃から何度も来ている動物園です
が、大人になったらますます来ることが増えまし
た。今では私が親やおばあちゃんを車に乗せてき
ています。仕事でいやなことがあったとき、自分へ
のごほうび、リフレッシュしたいとき、動物たちを
みていると「またがんばるぞ！」と思えます。
2/17　小さいながらたくさんくふうが感じられ
る動物園で、価格も安いのでよく来ています。雪の
動物園も楽しかったです！ありがとうございまし
た。また来ます！！
3/17　通常開園を楽しみにしていました。アプ
リもダウンロードしました。地図がすぐ見れて、便
利です。
4/22　飼育の日のイベントに関心があって札幌
から来ました。4月22日（日）のキーパーズトークで
す。とても濃い内容のお話しでした。プロを目指す
方にも聞いて頂きたいです。次の開催も希望します。

4/28　チンパンジーのジェーン♀はずっと毛布をかぶ
り、咳とくしゃみが多かったです。風邪を引いているので
はないか？と心配してくださるお客様から声をかけてい
ただきました。
5/26　10年振りに来園しました。新しい施設建物、休
憩所、展示エリアがあって予想以上に楽しませてもらい
ました。入園料安すぎて驚きです。子供づれで楽しめま
すね。とてもステキな動物園になっていて感動しました。
6/6　とても好きです。ここで働く全ての人に感謝いた
します！！インスタ見てます
6/16　象に水をかけられた恐怖。幼少期は象を憎んで
おりましたが、先日、八木山動物園との象交換のニュース
をみて、自分も親となり子供ともう一度動物園に通うよ
うになった現在は、子供の誕生を期待せずにはいられま
せん。うちの子は象さんが一番のお気に入りの様です。
象さんがんばれ！
6/26　夕方、新世界サル舎のマーモセット室内側に30
～40代ご夫婦より「おまめの眼の腫れが無くなって良
かったですね！」と声をかけて頂きました。
7/16　エサやり体験など、動物と近くふれ合えることが
出来て楽しかったです。子供もまた来たいと言っています。

　新屋にホタルの住める環境をつくり、自然
環境の保全を目指す「あらやホタルの会」が今
年、発足しました。地域住民で構成されるこ
の会に参加することになり、現在、ホタルの飼
育を動物園でできないか模索中です。
　先日は、動物園の周辺にホタルがいるか調
べに行きました。ですが真っ暗闇の中、いた
のは大量の蚊で肝心のホタルは数匹程度でし
た。残念な結果ですが、将来的には飼育繁殖
ができるよう頑張っていきたいと思います。
� （川本）
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